
　
発
芽
適
温
は
25
℃
前
後
で
す
が
、

生
育
適
温
は
16
〜
20
℃
で
す
。生
育

段
階
で
25
℃
以
上
に
な
る
と
徒
長
し

や
す
く
な
り
、病
害
の
発
生
率
が
高

ま
り
ま
す
。土
壌
が
多
湿
に
な
っ
て
も

徒
長
し
や
す
く
な
る
た
め
、水
は
け

の
よ
い
土
壌
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
で
発
生
し
や

す
い
病
害
を
以
下
に
ま
と
め
ま
し

た
。表
❷・表
❸
も
参
考
に
し
な
が
ら

防
除
し
ま
し
ょ
う
。

●
苗
立
枯
病（
写
真
❶
）

〈
発
生
時
期・要
因
〉土
壌
水
分
が
多

い
と
発
生
し
や
す
く
、定
植
後
に
か

け
て
も
発
生
し
ま
す
。未
熟
な
有
機

物
の
施
用
に
よ
り
発
病
が
助
長
さ
れ

ま
す
。

〈
症
状
〉苗
の
地
際
部
の
茎
が
褐
色

〜
暗
褐
色
に
腐
敗
し
て
細
く
な
り
、

外
葉
か
ら
し
お
れ
、病
徴
が
激
し
い

場
合
は
株
が
枯
死
し
ま
す
。

●
べ
と
病

〈
発
生
時
期・要
因
〉春
や
秋
の
気
温

差
が
大
き
い
時
期
に
発
生
し
や
す

く
、降
雨
が
続
い
た
場
合
に
も
発
病

が
多
く
な
る
傾
向
で
す
。

〈
症
状
〉発
病
初
期
は
葉
に
暗
緑
色

の
病
斑
が
発
生
し
、そ
の
後
黄
色・茶

色
に
変
色
し
ま
す
。

●
軟
腐
病

〈
発
生
時
期・要
因
〉定
植
後
50
日
ご

ろ
の
時
期
、生
育
中
期
か
ら
収
穫
期

に
か
け
て
発
生
。曇
天・雨
天
が
多
く

高
温
多
湿
に
な
り
や
す
い
時
期
や
台

風・大
雨
の
後
に
発
病
が
増
え
る
傾

向
で
す
。

〈
症
状
〉地
面
に
接
し
た
部
分
か
ら

黄
褐
色
に
変
色
し
、葉
や
茎
が
軟
化・

腐
敗
し
悪
臭
を
放
ち
ま
す
。

●
黒
す
す
病（
写
真
❷
）

〈
発
生
時
期・要
因
〉気
温
が
25
℃
前

後
の
時
期
の
降
雨
や
強
風
に
よ
っ
て

発
病
が
増
え
ま
す
。９
月
以
降
の
台

風
通
過
後
に
多
発
し
ま
す
。

〈
症
状
〉蕾
の
先
か
ら
黒
変
し
て
カ
ビ

が
生
じ
ま
す
。花
蕾
症
状
の
前
に
、葉

に
黄
化・黒
点
症
状
が
出
ま
す
。

　
令
和
４
年
産
の
抑
制
ト
マ
ト
は
、

黄
化
葉
巻
病
が
今
ま
で
出
て
い
な

い
地
域
で
も
発
生
し
、年
々
被
害
が

拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。出
荷
が
始

ま
っ
て
か
ら
は
、裂
果
が
多
か
っ
た

こ
と
や
、10
月
下
旬
の
急
激
な
気
温

の
低
下
に
よ
り
着
色
が
進
ま
ず
、前

年
の
出
荷
量
を
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

●
防
虫
ネ
ッ
ト
の
展
張

　
開
口
部（
特
に
出
入
口
）に
ネ
ッ
ト

を
展
張
し
、コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵
入
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。推
奨
は
０・４
㍉
目

合
い
で
す
が
、１
㍉
で
も
効
果
は
あ

り
ま
す
の
で
、展
張
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
ハ
ウ
ス
内
外
の
雑
草
を
除
去

　
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
ト
マ
ト
だ
け
で
な

く
雑
草
に
潜
伏
し
、ハ
ウ
ス
内
に
侵

入
し
て
き
ま
す
。ハ
ウ
ス
内
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、周
囲
の
除
草
も
し
っ
か

り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
初
期
防
除
の
徹
底

　
定
植
前
に
ベ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ
を
灌

注
し
、２
〜
３
週
間
後
に
ベ
ネ
ビ
ア

Ｏ
Ｄ
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。コ
ナ

ジ
ラ
ミ
が
発
生
す
る
前
か
ら
、予
防

の
た
め
、残
効
の
高
い
薬
剤
を
続
け

て
使
用
し
ま
す
。そ
の
後
は
系
統
の

異
な
る
農
薬
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し

て
散
布
し
ま
し
ょ
う（
図
❶
参
照
）。

な
お
、ベ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ
は
、定
植
後

の
株
元
灌
注
に
つ
い
て
も
適
用
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

　
裂
果
は
急
激
な
水
分
の
変
化
や
温

度
の
変
化
で
発
生
し
ま
す
。灌
水
方
法

に
注
意
し
、急
激
な
変
化
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う（
表
❶
参
照
）。

（「農文協電子図書館」より引用）
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ネオニコチノイド系

モスピラン顆粒水溶剤
スタークル顆粒水溶剤

バリアード顆粒水溶剤
アドマイヤー水和剤

ベストガード水溶剤
アクタラ顆粒水溶剤

ダントツ水溶剤

営農なんでも相談室
皆さまの営農に関するお悩み
を、ＪＡの総合事業の力で解決！ 
栽培管理、コスト削減、規模拡
大、求人・雇用のことなど、お気
軽にご相談ください。

摘芯・摘葉により植物体内での水分の行く場所が減ると同時に
気温が下がり始める頃なので、果実の水分吸収を抑えるための
土壌水分の管理が重要。さらに、最低気温14℃以下で裂果が発
生しやすくなるので、栽培後半の温度管理にも注意が必要。

葉を大きくつくり、果実に直射日光を当てないようにする。

根をしっかり張らせる。

活着促進のため、畝内の水分ムラが無いようにする。

灌水量・頻度を減らして畝はやや乾燥気味に
管理。（目安：1L/株/日）

灌水量・頻度を増やして畝を乾燥させない
（目安：2L/株/日）

灌水量は控えめに
（目安：0.5～1L/株/日）

全面にたっぷり灌水

※収穫段数が減るごとに、灌水量も少しずつ
減らしていく。

※肥大期の果実温度が高過ぎると収穫期の裂果につながる。

※同系統の薬剤が多く存在する
ので連用に注意

０１２０‒９７２‒８６０

ＪＡ山武郡市
営農なんでも相談室

（本所 営農部内）

表❷　発生時期の目安

表❸　ブロッコリーに登録のある農薬

リゾレックス水和剤

オロンディスウルトラＳＣ
ピシロックフロアブル

フォリオゴールド

スターナ水和剤
メジャーフロアブル

パレード20フロアブル

収穫21日前まで

収穫7日前まで
収穫前日まで

出蕾前
（ただし収穫21日前まで）

収穫14日前まで
収穫前日まで
収穫前日まで

育苗期２回 以内定植後1回
２回以内
２回以内

２回以内

２回以内
3回以内
3回以内

苗立枯病

べと病
べと病

べと病

軟腐病
黒すす病
黒すす病

薬　　剤　　名 使用時期対象病害名 使用回数
500倍

（3L/㎡灌注）
2000倍
1000倍

1000倍

2000倍
2000倍

2000～4000倍

希釈倍率

予防

予防・治療
予防

予防・治療

予防・治療
予防・治療

予防

特性

表❶　生育ステージに合わせた灌水のポイント

マクロライド系
アニキ乳剤

アファーム乳剤
アグリメック

コロマイト乳剤
※浸透移行性がなく、残効は短め

生育ステージ

定植前

定植後～
１段目着果まで

１段目肥大期から
（８月）

摘芯後から
（９月下旬から）

灌水量 ポイント

気門封鎖剤
粘着くん液剤

サフオイル乳剤
サンクリスタル乳剤

エコピタ液剤
※使用回数の制限はないが、害

虫にかからないと効果がない

スピノシン系
ディアナSC

スピノエース顆粒水和剤
※浸透移行性がなく、残効は短め

※浸透移行性があり効果は高い
が、連用に注意

その他
トランスフォームフロアブル

※効果発現は遅効的

その他
コルト顆粒水和剤

※残効が長く効果も高いが、浸
透移行性はないので散布ムラ
に注意

その他
グレーシア乳剤

※残効は長いが、成虫には効果
なし

※初期防除や他剤と組み合わせ
て使用する

その他
モベントフロアブル

ジアミド系
ベネビアOD

※浸透移行性あり
※アミスターとの混用不可

農 作 業

テクニカル ダイアリー


